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世界デジタル監視フォーラムジャパン 2008
IPとインテリジェント監視の融合が成長 

20082008

IP化された監視システムにおい

て、システムのパフォーマンスを

決定づける重要な要素となるのが

CPUの処理性能とネットワークへの接

続性だ。インテルの金氏は、同社の

Core(コア)プロセッサやAtom(アトム)

プロセッサなら市場の要請に応えられ

ると語った。

IP監視は消費者の購買動機の
分析へ

金氏は、同社における監視カメラ

マーケットの位置づけと、その分野に

おける同社プロセッサ製品の優位性に

ついて、

(1)  IPサーベイランスアプリケーション

(2) マーケットの今後のトレンド

(3)  インテルアーキテクチャのアドバン

テージ

という3つのポイントで講演を行っ

た。

IPサーベイランスアプリケーション

としては、様々なコンピュータ関連機

器の共通要素が｢インターネット｣であ

ると指摘。さらにパソコンがインター

ネットに接続するのが当たり前になっ

た現在、今後は様々なデバイスがイン

ターネットに接続されるだろうと指

摘、現状を｢マーケットの転換点であ

る｣と定義した。

その中で、同社が監視カメラを｢長

期供給が求められる、組込分野の一

つ｣と位置づけていることを説明する

とともに、監視カメラが従来のセキュ

リティ分野だけでなく、デジタルサイ

ネージへと拡大していくだろうと説

明。デジタルサイネージのインテリ

ジェンス化によって、広告に反応した

顧客のプロファイリングを行ったり、

自動販売機に監視カメラが搭載され、

防犯や顧客プロファイリングに用いら

れるなど、｢様々なフューチャーがひ

とつのアプリケーションに組み込まれ

る｣という未来像が語られた。さらに

金氏は、監視カメラの用途を年代別に

・�1980年代:物理的な安全の確保(防

犯)

・�2003年:POS用途(POSデータとカメ

ラ映像との関連付け)

・�2008年:消費者の購買動機の分析と

解説監視カメラの利用が小売業分野

での需要を拡大している現状を紹介

した。

市場の潮流はネットワーク
市場の今後の潮流としては、世界中

で今後５億台のデバイスがネットワー

ク接続されるだろう、という見通しを

紹介。その中で、監視カメラについて

も7700万台〜9600万台がネットワー

ク接続されるだろうとの予想を示し

た。

また、カメラ自体はもちろん、伝

送路や映像分析、ストレージから再生

まで、監視カメラのあらゆる分野が

デジタル化しつつある現状を指摘。

さらに、同社のNehalem(ネハレム)や

Atomといったプロセッサによる高い

パフォーマンス、インターネットへの

接続性の高さやソフトウエアのフレキ

シビリティや互換性の高さ、無線LAN

やWiMAX(ワイマックス)といった豊

富なワイヤレス接続ソリューションと

いった部分で、同社の先進性をアピー

ルした。特に、ワイヤレス接続に関し

ては同社がモバイルWiMAXによる次

世代携帯電話サービスを提供する、

UQコミュニケーションズに出資して

いることからも、同社がいかにイン

ターネットへの接続性を重要視してい

るかが伝わってくる。

監視分野の具体的な用途として

は、Virtual Fencing(仮想柵)やFlame 

Detection(フレーム検出)を利用した、

防犯システムの事例を紹介。従来の

単なる映像だけの監視から一歩進ん

だ、画像認識技術を駆使したインテリ

ジェットな監視が披露された。こう

いったシステムの実現には、同社の高

度な処理能力を持つプロセッサが不可
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欠であると強調。さらに、同社のプロ

セッサがコンピュータ分野だけでなく

様々な分野で利用されており、イン

テーネットへの接続性の高さやイン

ターネットプロトコルとの高い互換性

を持つこと、充実したAPIが提供され

ていることによって開発コストが圧

縮でき、TCOの削減につながることな

ど、｢なぜインテルアーキテクチャを

選ぶべきか｣を解説した。

ハイエンドからローエンド
までをカバー

インテルアーキテクチャの先進性

としては、ソフトウエアDSPアプロー

チという｢すべてをソフトウエアでア

プローチしたい｣という同社の将来戦

略を披露。具体例として、ネットワー

クへの接続性やデータセキュリティ、

将来的なコーデックへの対応の柔軟

性、様々な分野への展開、多彩なプロ

セッサ製品群によるプラットフォー

ムやパフォーマンスのスケーラビリ

ティなどが挙げられた。その中でも、

Larrabee(ララビー)やVACPといった画

像処理チップは、Atomのような比較

的非力なプロセッサにもグラフィック

処理のアクセラレーションを提供する

ことができ、監視分野での利用も期待

される。また、AMT&VTと名付けられ

たリモート管理と仮想化や冗長化に関

する機能も、同社の先進性の高さを象

徴する技術といえるだろう。

さらにコーデック処理の優位性を示

す例として、同社のCoreアーキテク

チャを使用したプロセッサと、他社の

プロセッサとの性能比較データを披露

した。それによると、他社のプロセッ

サがMPEG-4圧縮された30fpsのD1動

画を最大でも２チャンネルしか処理で

きなかったのに対し、Coreプロセッサ

を使ったシステムでは同じ動画を最大

で16チャンネルまで処理できるとい

う。

また、Atom N270という同社製品

としては、比較的安価な位置づけのプ

ロセッサを搭載したデジタルビデオレ

コーダのパフォーマンスも披露した。

それによると、D1クオリティの動画

再生については、MPEG-4、H.264形

式とも最大で４チャンネルを25fpsで

処理可能とのこと。一方、記録につい

てはMPEG-4形式の場合２チャンネル

なら25fps、４チャンネルなら10fps程

度、H.264形式の場合は2チャンネル

で10fps、４チャンネルなら5fps程度

で処理できるという。また、高い性能

にも関わらず消費電力は１ワット以下

と低く、ホームユース向けであると強

調した。

従来より、同社のハイエンドプロ

セッサは強力なパフォーマンスが求め

られるハイエンド分野で活用されてき

たが、今後は、ローエンドへも市場を

拡大していくという。その中心を担う

のがAtomプロセッサである。同プロ

セッサの性能は、より高価なシステム

と同等であり、ローエンド市場では重

要となるコストパフォーマンスの課題

にも対応できるという。

講演の最後に、金氏は現状を｢市場

全体の変換点｣と改めて位置づけると

ともに、それが同社にとってチャンス

でもあると語った。このような状況に

おける同社の強みとして、｢接続性の

高さ｣や｢フレキシビリティ｣を挙げ、

さらに｢Time to Marketを短縮できるの

は、インテルアーキテクチャである｣

とアピール。監視分野の将来像として

｢組込アプリケーションに監視カメラ

のフレイバーが盛り込まれていくだろ

う｣と語って講演を締めくくった。


